表１　確認した個体の詳細
	株No.1
	

	最も汐川干潟に近い場所に生育していた。
株はそれほど大きくなく、倒れた稈の高さを想定しても70㎝程度である。株の直径は30㎝程度、地下茎から伸びる芽も含めると直径100㎝程度ある。
稈の先は折れてなくなっているものが、少なくとも1本は開花・結実したものと考えられる。
（写真：平成24年2月28日撮影）
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	株No.2
	

	確認された3株の中では最大の株である。
高さ120㎝程度、株の直径は100㎝程度、地下茎から伸びる芽も含めると200㎝程度ある。
少なくとも4つの稈の先端で開花・結実したものと考えられる跡が確認された。
（写真：平成24年2月28日撮影）
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	株N0.3
	

	最も水路側に生育する株である。
高さは30㎝程度、株の大きさは50㎝程度、地下茎から伸びる芽も含めると130㎝程度である。
確認された株からは、少なくとも開花した様子は見受けられなかった。
（写真：平成24年2月28日撮影）
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図1　確認位置図（1／25,000地形図）
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	図2　拡大図
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	（平成24年2月28日撮影）
株No.1　生育位置（堤防から降りる階段付近）

	（平成24年2月28日撮影）
株No.1　地下茎から伸びる芽
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	（平成24年2月28日撮影）
株No.2　枯れた穂の様子

	（平成24年2月28日撮影）
株No.2　青い葉も多い
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	（平成24年2月28日撮影）
株No.2　地下茎の新しい芽が伸長の準備をしている

	（平成24年2月28日撮影）
株No.3　汐川から河口方向の様子
（赤矢印：株No.3生育位置）
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